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ひたちなか市では水害から市民の生命・財産を守るため様々な治水対策を推進しています。

国・県・市を問わず市内で行われている治水対策についてご紹介していきます。

ひたちなか市では水害から市民の生命・財産を守るため様々な治水対策を推進しています。

国・県・市を問わず市内で行われている治水対策についてご紹介していきます。

ひたちなか市単独要望を梶山衆議院議員に行いました。 【ひたちなか市】

　令和４年１０月１７日（月）に，地元茨城４区選出の梶山弘志衆議院議員に那珂川緊急治水対策プロジェク

トの進捗における状況及び令和３年度までの御礼を行い，今後の那珂川緊急治水対策プロジェクトについて，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　本年度も継続要望を行いました。
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沈下※を防ぎ，下がりづらくします。
　だから，沈下対策をしている百色山排水樋管は ,下がりづ
らいのです！※
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沈下対策をしないと，構造物の重量で下がってしまいます！沈下対策をしないと，構造物の重量で下がってしまいます！

沈下対策！
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　令和５年１月２６日（木）に【百色山排水樋管改築工事】を見学しました。この工事は，本市では経験でき
ない大規模で高度な工事であり，職員の技術向上等の目的から常陸河川国道事務所の工事を見学させていただ
きました。また，建設部長も河川課の見学会に参加し工事を視察しました。

百色山排水樋管改築工事の見学を行いました。 【国 ・ ひたちなか市】

【百色山排水樋管】

　三反田地区で建設中の百色山排水樋管は，堤防の下をくぐり抜ける排水用の構造

物で , 居住地側に降った雨を那珂川に流すための施設です。洪水で那珂川の水位が

上がると , 川側の水圧でゲートが閉まり , 居住地側への逆流を防ぐ機能があります。

【見学した工事内容】
　排水樋管の基礎になる地盤改良が行われていました。深層混合処理工法に
よる地盤改良で , 現地の土とセメント系固化材を混合し , 地中に柱状の改良体
を並べて形成していく工法です。改良された地盤は , 堤防の盛土や排水樋管
の重さを支えながら , 地盤の沈下を抑制したり液状化を防ぐ効果があります。
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　軟らかい粘性土で構成された地盤のため，堤防の重さで変形

し，排水樋管構造物も安定した形状が保てなくなる。
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　地盤を改良し、土の性状を変えて盛土や排水樋管を支える。　地盤を改良し、土の性状を変えて盛土や排水樋管を支える。
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　ひたちなか市議会経済建

設委員会による所管事務調

査が高場雨水 9 号幹線と一

級河川大川の２箇所で行わ

れました。この２箇所の工

事は，下水道事業と河川事

業に分かれます。委員の方

▲上記写真は，高場雨水９号幹線の推進工事の発進立
坑付近の説明状況◀左写真は，河川課担当技佐による
事業説明等，▼下記写真は，事業に対して質問を行って
いる委員，説明を聞いている委員の方々の様子。

調査箇所

高場雨水９号幹線

高場交差点

JR
常
磐
線

【位置図】

ひたちなか市議会（経済建設委員会）の調査が行われました。 【ひたちなか市】

々が，建設部

河川課の治水

対策事業につ

いて，視察及

び調査を行い

ました。
現場では，工事の流れ，進捗状況，現場の施工状況等を説

明しました。右写真から，市議会議員の方々の熱心な質問
や疑問等を受け，

事業の質疑応答が交わされました。

§高場雨水９号幹線管きょ布設工事§高場雨水９号幹線管きょ布設工事

　令和５年１月３１日（火）にひたちな

か市議会経済建設委員会が，建設部河川

課の事業の調査を行いました。経済建設

委員会は，建設部を所管していることか

ら建設部の事業の調査を行います。今回

の所管事務調査は，河川課の雨水幹線整

備と河川改修について，その進捗状況の

調査を行いました。経済建設委員の方々

に河川課の事業説明を行い，質疑応答を

行いました。

【経済建設委員会】北原祐二，清水健司，

　山田恵子，大久保清美，大内聖仁，

　海野富男，清水立雄，武藤猛：８名

調査箇所

一級河川大川

救農橋

【位置図】

柴田橋

主要地方道水戸勝田那珂湊線

▲上記４枚の写真は，左上から順に大川河川改修工事の説明を熱心に聞いている委員の方々，
個別に担当技佐と工事について質疑を行っている様子，河川課長が事業について委員の方々の
質疑に回答している様子，担当技佐による大川河川改修工事の説明をしている様子。

§大川河川改修工事§大川河川改修工事
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高場雨水１号幹線特殊マンホール設置工事の検査を行いました。 【ひたちなか市】

　現在，高場雨水 1 号幹線特殊マンホール設置工事は，工事完了を目指し施工をしています。特殊マンホールの鉄筋を

組みコンクリートの打設前に配筋検査を行い適切に鉄筋が組んであるかを確認しました。配筋検査の結果より，規定の

鉄筋が組んであったため，次の工程のコンクリート打設に移ります。（令和 5 年１月上旬から２月上旬に検査！）
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▶配筋検査状況。 写真は，①側面部分の配筋検査と出来形確
認②上側部分の配筋検査と出来形確認③鉄筋の適切な組み方
の確認④鉄筋の位置とかぶり厚の確認，①～④の検査を行った。

▲①スランプ試験②カンタブ （塩分計測） 測定③コンクリート打設状況④特殊マンホール躯体下部出来形確認⑤中間検査前の事前検査。

④④

②②①①

③③

③③②②①①

高場雨水１号幹線特殊マンホール設置工事の中間検査を行いました。【ひたちなか市】

　上段では，特殊マンホールの中間検査

前の河川課による事前検査を紹介しまし

た。河川課では，このように現場で検査

　　　　　　　　　　を行い，検査前に

　　　　　　　　　　品質確保や適切な

　　　　　　　　　　施工の確認を行い，

　　　　　　　　　　検査室の中間検査

　　　　　　　　　　を受検し，合格し

　　　　　　　　　　ました。（令和 5

　　　　　　　　　　年２月 13 日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

検査説明

高さ確認

寸法の検測 出来形確認寸法の検測

検査説明

高さ確認

出来形確認 検査総評検査総評

検査説明

 ひたちなか市建設工事等検査要綱 - 抜粋 -
　中間検査 工事の施工途中であって，かつ，

次に掲げる場合において随時行う検査をいう。

ア　工事完了後において，出来形の確認が

　　困難なとき。

イ　適正な技術的施工を確保しようとすると

　　き。

④④ ⑤⑤

◀特殊マンホール設
　置状況（内部）奥
　の暗い部分は，高
　場雨水 1号幹線

一級河川大川の新たな改修工事が始まります。【ひたちなか市】
　一級河川大川は，現在３箇所で工事を行っています。新たな工事箇所は無名橋～柴田橋の区

間であり，この区間の工事内容は河川改修工事で，上流の無名橋と下流の柴田橋の河川断面に

併せた幅員へ改修します。

工事名：大川改修工事（R4 国補河改第１号）

工　期：令和５年１月 17 日～令和５年３月 28 日

受注者：八木・ストウ特定建設工事共同企業体

※現在は，工事を行うための設計の照査，工事測量，施工工程や工事材料の発注等の準備を行

っている状況です。実際に現場に入る時期は３月以降を予定しています。耕作者の皆さまにご

迷惑が掛からないように調整を行いながら施工していきます。

　ご理解とご協力をお願いします。

大川橋

無名橋

柴田橋

工事箇所

【位置図】
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無名橋（新宮田橋）上部工事の工場検査を行いました。【ひたちなか市】

無名橋
（新宮田橋）

宮田橋

柴田橋

大川橋

　一級河川大川に架ける橋梁工事を河川課で現在発注しています。無名橋（新宮田橋）
は，令和２年度の仮設道路工事から始まり下部工事が令和３年度に完成し，現在上部
工事に至っています。今後は，上部工事により桁を架設し橋梁を完成させ，橋梁周辺
の付帯工事に進む予定です。今回は，その上部工事で架設する桁
の工場検査に行ってきました。工場検査により，適正な品質，規
定値内の製品であるか確認し，施工工程の確認も行い，最後に合
否を判定しました。【工場検査項目】として，配筋検査，出来形検
査を行いました。
○工場検査では，どのようなことを行うの？簡単に説明しま～す！

この橋梁の桁です！

大
川

　～検査工程～
橋梁の説明→検査項目
（材料，寸法，外観）の
説明→製品測定と説明
→工場内で出来形検査
→合否判定→講評
→今後の工程と進め方等
上記のような流れで検査
を行ってきました！

▲上記の 3枚は，配筋検査を行っています。▲上記の 3枚は，配筋検査を行っています。

▲上記の 3枚は，出来形検査を行っています。▲上記の 3枚は，出来形検査を行っています。

令和４年度茨城県市町村下水道担当者会議が開催されました。【茨城県 ・ひたちなか市】

▲河川課が WEB 会議で発表している様子 ▲下水道課が WEB 会議に参加している
　様子

▲発表状況，100 ㎜ /h 安心プラン，内水ハザードマップについて話しました。

　令和４年度茨城県市町村下水道担当者
会議が令和５年２月７日（火）に行われ，
ひたちなか市建設部河川課では，下水道
事業に関連する題目として，「ひたちなか
市における取組紹介」を発表しました。
会議は，下水道事業を促進し，その整備
の発展を図ること，下水道担当者の技術
向上，下水道事業を推進するうえで必要
な内容について，実施しています。今回
は，ひたちなか市の大きな取組として行
っている治水対策について紹介しました。

【100 ㎜ /h 安心プラン「中丸川流域にお
ける浸水被害軽減プラン」】，【内水ハザ
ードマップの作成】の二つの事業につい
て発表しました。どちらの事業も，茨城
県内の市町村では，いち早くひたちなか
市で取り入れ対応した事業であり，治水
対策，治水情報の発信を市民にひたちな
か市は行っています。今回の会議では，
国の施策の紹介，民間の事業への取組，
茨城県からの情報発信等を議題とし，情
報共有を行いました。また今回は，新型
コロナウィルス感染拡大防止の観点から
オンライン形式で開催されました。


